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画像診断領域では高定常磁場、電磁波、傾斜磁場を利用した、
よるMRI装置が開発され、

磁気共鳴現象に

一般的な画像診断機器として普及している｡しかし

ながら､･電磁場、電磁波の安全性面、特に遺伝子変異作用の有無に関しては、
未だ明確な回答が得られていないのが現状である。 そこで実際のＭＲＩ検査に際

しては、胎児や妊娠初期には十分な注意を要する必要があるとされている。

本研究は、ＭＲＩ装置の遺伝子変異原性の有無を、細菌において、点突然変異、
フレームシフト突然変異、

われている。

突然変異誘導に関与するＳＯＳ反応に的を絞って行



実際の実験では、6.3Ｔの定常磁場強度のＮＭＲ装置を用いて、ＭＲＩ近似環境を

作成し、定常磁場単独および定常磁場にパルスラジオ波を加えた環境における

SdJZm…〃l01Pji””…の突然変異を検討し、以下の知見が得られた。

１）点突然変異は定常磁場単独で生じなかった。

２）点突然変異は定常磁場にパルスラジオ波を加えた環境で生じなかった。

３）フレームシフト突然変異は定常磁場単独で生じなかった。

４）フレームシフト突然変異は定常磁場にパルスラジオ波を加えた環境で生

じなかった。

５）ＳＯＳ反応は定常磁場単独で生じなかった。

６）SOS反応は定常磁場にパルスラジオ波を加えた環境で生じなかった。

以上の結果により、StU航o"eﾉﾉﾛ”A姉凹riD《'７８においては定常磁場単独および

定常磁場にパルスラジオ波を加えた環境で突然変異や突然変異誘発に関する

SOS遺伝子群の誘導は生じないことが明らかになった。

MRIに関する変異原作用を検討した報告は過去にも様々報告されているが､形

質発現の有無に関しての報告が多数を占め、遺伝子の突然変異に的を絞って行

われたものはない。本結論がすぐにＭＲＩによる、真核細胞での突然変異の発生

を否定するものではないが、ＭＲＩの変異原性の有無に関して、原核細胞である

が、突然変異を誘発しないとする非常に重要な知見を提供した研究であると考
えられる６

論文提出者に対する試問審査においても、適切、且つ論理的な回答が得ら

れ、関連領域に関する十分な知識を有していることが示された。

以上の審査結果から、本審査委員会は本論文が博士（医学）の学位に値するも

のであると判定した。
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